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1. はじめに

この経営高度化のプロジェクトは，まだようやくテー
ブルにつこうとしている段階である．今回は，その立ち
上げの状況と，知の統合のための 2，3のパイロット的
プランを紹介する．まだ，これからの活動であり，関係
経営諸学会各位の積極的な協力者を募集しているところ
である．
まず，立ち上げの状況は以下の通りである．平成 21

年１月から 9 月まで，NPO 法人横幹連合（学会連合）
と横幹協議会（企業連合）との共催で 4回のフォーラム
を「経営の高度化に向けての知の統合」について実施し，
企業評価モデル，プロジェクト評価モデル，BSCと戦
略マップの問題点抽出，経営シミュレータ構想の 4つの
テーマで産学で集中議論を行った．（この概要について
は，雑誌「横幹」の今号参照）．現在の共同研究者はこ
のフォーラムの講演者が主体である．

12月には，横幹連合が本研究を支援するために，調
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査研究委員会を日本経営工学会を幹事学会として立ち上
げている．理事の松井が主査，椿が副主査，日本経営工
学会の伊呂原が幹事となることが承認されており，関連
学会への協力者派遣を依頼予定である．本調査研究会に
ついては，日本経営工学会理事会で学会による活動支援
が承認され，大場副会長（代表者），伊呂原が担当する
ことが決定されている．

2. 研究目的と背景

2.1 研究目的

科学的経営をデザインするために必要な知の体系を経
営学諸領域，経営工学諸領域を俯瞰・統合する情報循環
的視点を基に，情報学，数理科学，統計科学，経営工学
分野と経営学分野の知を統合することで，実際のグロー
バル経営の各プロセスに必要な経営理論要素と経営工学
的技法のマップ化作業を行い，価値を生成する経営行動
をプロセスモデルで記述して，経営の高度化によるプロ
セスの企業行動をシミュレートするビジネスシミュレー
タを構築する．経営者は経営施策の効果を事前に知りた
いばかりでなく，事後でもパフォーマンスアップの結果
を知りたいものである．そこで，経営戦略のパフォーマ
ンスの要素の要因を明確にして，戦略を可視化し，戦略
によって可視化しうる要素をシミュレートして効果を算
出するための仕組みを構築する．
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2.2 学術的背景

学術としての経営学，経営工学が，国内外において確
立して久しい．この間，経営学は，組織論，マーケティ
ング科学を含む戦略論，会計学，企業金融，人的資源管
理など多様な分野に分岐し，分野独自の研究深化が進捗
した．また，経営工学分野では，経営オペレーション最
適化のための数理技術，システムズマネジメント技術が
多く提案されてきた．しかし，特に，経営系専門職大学
院（ビジネススクール）の整備が遅れた我が国では，経
営系諸学術の理論成果が，経営プロセスの部分的局面で
適用され，実経営プロセス全体の設計に活用されていな
いのが現状である．
これに対して，マサチューセッツ工科大学スローンス

クールに代表される米国ビジネススクールでは，米国の
経営文化に適合した経営科学を経営学，数理科学，情報
科学の統合に基づいて科学的に構築する実践的研究を
1980年前半から継続しており，この実践的研究成果に
基づく新たな経営幹部が系統的に育成されている．
我が国経営の実態は，依然として有能な経営者の直観

に指導されたものであり，その成否は極めて属人的レベ
ルに留まっている．グローバル化やＩＴ化を通じた情報
爆発環境において，右上がりの成長に助けられてきた属
人的経営や，経営文化を無視した欧米経営理論の模倣的
踏襲が，我が国経営の真の高度化を妨げるリスクファク
ターとなっていることは明らかである．
しかしながら，経営学，経営工学諸分野の知を統合し，

経営の科学的デザインの確立を通じて，わが国経営を高
度化しようという学術分野の体系的研究活動は全く見ら
れない．経営情報収集に関する明確な指針を示し，経営
情報をモデル化し，科学的な意思決定や必要な資源配分
につなげる有機的方法論をわが国産業界に示すこと，し
かもこれをわが国の技術経営文化に即した形で実現する
ことが，今求められている．また，この種の指針に基づ
く科学的経営者系統的育成も実現しなければならない喫
緊の課題となっている．この課題に応えるために，日本
経営工学会を中心に横断型基幹科学技術関連学会の知を
統合して，構想されたものである．

3. 経営因果構造モデルと診断シミュレータ化
（椿・鈴木）

本研究プロジェクトは，一連の横幹フォーラムで提
示された戦略マップ（バランストスコアカード），エン
タープライズリスクマネジメント，更に松井が提唱した
サンドイッチ理論など様々な経営プロセスやシステムを
定量的に記述するモデルに関わる知を統合し，実際の企
業のパフォーマンス変動を記述する構造モデルを構築す
る．上場企業に対する入出力に関する公開財務情報とマ

クロ経済的環境，更にマネジメント，オペレーション，
非財務パフォーマンスに関わる内部情報を鈴木督久，角
埜などが利用した共分散構造モデルを用いた誤差のある
連立方程式として記述する．
この際，ビジネス環境，マネジメント，オペレーショ

ン，パフォーマンスという業務プロセスとマーケティン
グ，設計開発，生産，販売といった製品・サービスに関
わる情報循環プロセスとを統合し，経営シミュレーショ
ンに資する構造モデリングを目指す．さらに，このため
に必要な企業内部情報を一部収集し，不完備データから
この構造を同定するとともに，業種・業態によってこの
構造がどのように変わるかを検討する．
更に各企業の抱える問題点がどこにあり，プロセスの

下流に与える影響がどの程度であるかを各連立方程式モ
デルからの残差情報で診断する仕組みを構築する．これ
を通じて，内部情報提供企業に対して，有用な経営情報
をフィードバックすることが可能となる．
更にここで得られたモデリングを反映して，経営教

育に資するビジネスゲームを開発する．ゲーミングとシ
ミュレーションとはわが国のみならず海外のビジネスス
クールでも経営教育の基本的方法の一つとされており，
様々な難易度のゲームが開発されている．既に，鈴木久
敏は筑波大学大学院ビジネス科学研究科で「ビジネス
ゲーム」を経営教育に取り込んでいる．
一方，鈴木は更に，多様なビジネスのオペレーション

を記述可能にし，ビジネスゲームを汎用的に記述する方
法を開発し，「ビジネスモデリング」という科目を博士後
期課程専攻で実施している．このプロジェクトのみなら
ず，本研究委員会の他の研究プロジェクトの研究成果と
の連携を前提に必要なビジネスシミュレータのモジュー
ルの開発を追加的に行いたい．横幹連合が主唱する経営
高度化に関わる様々な知を階層的に取り込んだビジネス
シミュレータに支えられたビジネスゲーム構築は，経営
の高度化に資するシミュレータのプロトタイピングに相
当するものと考えることができる．

4. 生産企業と経営高度化

4.1 企業戦略／評価システムと経営プランナー化
（松井）

マネジメントの歴史は 100年以上になる．これまで
に，数多くの知の集積がなされてきたが，まだまだマネ
ジメント知の世界はジャングルの中にいるように思われ
る．その原因は，マネジメントの主たる対象である企業
(enterprise)が，人間知と同様に多面的で複雑系にあるか
らと考えられる．
数多くの各論，手法/ツール類という知の世界は，どの

ように創生されて統合してゆけばよいのであろうか．小
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Fig. 1: 企業の価値評価システム（概略）

生の着想は，３Ｍ＆Ｉシステムの術 (art)として知の統合
を目指してはどうかである．ここで，３Ｍ＆Ｉとは，ヒ
ト (huMan)，モノ (Material/Machine)，カネ (Money)及
び情報 (Information)である．
伝統的な固有工学が，モノ中心のハードウェア対象で

あるのに対して，これらの広い世界は３Ｍ＆Ｉ多様体と
いうソフトウェア対象である．ここでは，従来の管理技
術は限定的である．３Ｍ＆Ｉの世界では，人間，企業，
環境をどう観るかによって価値観など世界が変わってく
ることが重要であり，従来の管理技術には欠けている問
題である．
企業は，一般に変化する環境下で，ヒト，モノ，カネ，

情報からなる資源と方法 (コト)を組み合わせて，戦略
的ソリューションを出し続けていけるか，に直面してい
る．そこでは，１＋１は 2以上でなければ現状からの衰
退であり，サステイナビリティのためには木だけではな
くつねに森 (企業体)も見つめていかなければならない．
個人的試案としては，企業をケインズ流にマクロに入出
力の資産流動プロセスととらえて，経営工学分野で知ら
れている流動数管理法を発展的に企業体に適用して，流
入 (供給)と流出（需要）を戦略的に変化させて，企業資
産の先見追従管理を行う，＜企業の価値評価システム＞
(概略は Fig. 1参照)の提案を考えている．
この試論は，すでに，昨年 10月の横幹フォーラムと

12月の横幹コンファレンスで提案発表を続けていると
ころである．このベースは，過去の静的，統計的マネジ
メントからの脱却にある．今後の皆様の支援と発展によ

り，今回の横幹プロジェクトが経営の高度化に関する知
の統合研究に，少しでも寄与ができれば幸いである．当
面の目標は，経営プランナーとして，大学や企業での体
験研修ソフトとして開発，試行してゆき，最終的には産
業界のサポートによりポストERP/SCMのエンジンとし
て企業に提供できたらという夢をいだいている．

4.2 環境調和型生産・物流システムと高度化
（伊呂原）
今日，我が国の工業製品が世界の市場で名声を博し

ていることは，高水準の経営管理と先進的な科学技術の
調和を保った結びつきによるところが大きいと考えられ
る．優れた工業製品を生産するためには，生産活動に欠
くことのできない労働力，資材，機械・設備，技術，資
本そして情報の総合的なシステムを設計し，合理的に運
営するための経営管理技術が必要である．経営工学は，
このような経営管理技術に対して工学的なアプローチで
設計・解析・評価を扱うための総合的な学問体系である．
製造業における経営の高度化を考える場合，経営工学

の主要な一分野である生産管理の果たす役割を無視する
ことはできない．トヨタ生産方式や改善活動の例を挙げ
るまでもなく，日本は長年この分野で世界をリードする
立場を築いてきたが，リーマンショック以降における昨
今の世界不況では多くの企業が過剰在庫を抱える状況に
直面するなど，現在の生産管理方式は万能ではないこと
を示している．
一方，国家や企業体の効率性や利益追求のみを重視
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してきたこれまでのアプローチに対して，地球温暖化問
題は警鐘を鳴らしている．企業体は益々グローバル化す
る生産・物流体制の方策を考えていくうえで，地球温暖
化を防止するために温室効果ガス排出削減を迫られるな
ど，持続可能なアプローチを構築することなしにはこの
社会で存続し続けることは難しい．
このような状況に対して，学術の世界では，数理的手

法を駆使した様々な在庫管理方式や生産計画立案手法，
物流方策などが研究されてきているが，温室効果ガス排
出削減への貢献と生産性向上を陽に扱い，企業経営に直
接的に貢献するような学術的成果が十分得られていると
は言い難い．
そこで，経営価値実装グループでは，従来は個別に扱

われてきた生産・物流システムの設計・運用に関する様々
な管理技術や理論体系を，サプライチェーンも含めた全
体最適化という視点から捉えなおし，経営工学をベース
とした環境調和型生産・物流システムの高度化に関する
研究を推進する所存である．
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